
平成 30年度第１回二戸市総合計画推進委員会 議事録 

 

開催日時：平成 30年７月 27日（金）午後３時 55分～５時 20分 

会場：天台の湯 

 

【出席委員（敬称略）】  久慈 浩（委員長）、（以下五十音順）小野寺功、平 裕一、中里 敬、長葭常紀、浪岡正行 

 

【オブザーバー】  川上 隆 二戸市ふるさと支援アドバイザー 

 

【説明のため出席した職員】  藤原 淳市長、大沢 治副市長、田中舘淳一総務政策部長、石村一洋市民生活部長、小野一浩健康福祉部長、陳
場範雄産業振興部長、久慈清隆建設整備部長、山本進浄法寺総合支所長、玉懸邦将教育部長、小野昭徳総務政策部

副部長兼政策推進課長、五日市寿丸副主幹兼地方創生推進監、齋藤主任 

 

～～～ 開会 午後３時５５分 ～～～ 

 

小野課長 

（進行） 

 

 

 

 

 

久慈委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野課長 

 

藤原市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

開会に先立ちまして、市の出席者を紹介します。  （市側出席者の紹介）  それでは、平成 30年度第１回二戸市総合計画推進委員会を開催いたします。  次第の２、あいさつに移らせていただきます。始めに、本委員会の委員長であります、久慈 浩

様より、ごあいさついただきます。 

  二戸市の第２次総合計画は、平成２８年度から前期基本計画が始動いたしまして、今年度で中
間年を迎えます。前回、３月にお集まりいただきました際は、今年度の主要事業の概要、また、

地方創生交付金事業の昨年度の成果および今年度の事業概要について、ご審議いただきました。 

そして今年度第１回の本日、地方創生交付金事業によりリニューアルを行った滴生舎、ならび

に、浄法寺歴史民俗資料館と収蔵庫の見学を行いました。皆様にとりましても、二戸市が着実に

新しいまちづくりを進めていることと、実感していただけたのではないでしょうか。この会議で

は、各部の部長の皆さんから、今年度の目玉事業を中心に、ご説明いただきます。前期基本計画

の中間の年を迎え、二戸市が総合計画で掲げる、30 年後の未来像「人が輝き 未来をつくるま
ち にのへ」の実現に、きちんと向かっているのかどうかをご判断いただく、重要な機会となっ
てございます。委員の皆さんからも、忌憚のないご意見を賜りますよう、お願い申し上げます。 

  久慈委員長、ありがとうございました。続きまして、藤原市長よりごあいさつ申し上げます。 
  本日は欠席もございまして、皆さん大変お忙しい中ご出席いただき、誠にありがとうございま
す。総合計画につきましては、一つひとつ着実に進んでいると思います。現在は、にのへ型テロ

ワール事業など、当初計画に掲載していない事業もございますが、アクションプランに掲載して

いる 644 の事業展開の方向性についてご判断いただきたいと思います。また、先ほど的生舎な

らびに浄法寺歴史民俗資料館、収蔵庫をご覧いただきましたが、あちらの収蔵庫についても、こ

んご活用法を検討していくことが必要になってまいります。また、天台寺の大規模改修の完了

後、旧岡本小学校の跡地活用などについても検討を重ねておりますし、九戸城周辺についても、

岩谷橋の架け替え工事により県道が変わってまいります。今後とも、にぎわいの場づくりに取り

組んでまいりたいと考えておりますので、皆様におかれましても、ご協力をお願いしたいと思い

ます。今日は、よろしくお願いします。 



小野課長 
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田中舘部長 

 

 

 

 

 

 

久慈委員長 

 

 

 

 

 

 

久慈委員長 

 

 

 それでは、次第の３、議事にうつります。ここからは、二戸市総合計画推進委員会設置要綱、
第６条の２に、委員長が議長を務めることと規定しておりますので、議事進行を久慈委員長

にお願いいたします。 

  本日は、関係各位の皆さんのご協力をお願いします。議事の（１）、地方創生交付金事業
の昨年度の成果について、政策推進課の小野課長より、説明願います。 

  （小野課長説明、資料１） 

 

説明が終わりました。何かご質問等ございますか。  地方創生交付金事業では、先ほどご覧いただきました滴生舎も、拠点整備交付金を活用し
てリニューアルしました。浪岡委員さんは、先ほどご覧になってどのような印象をお持ちに

なりましたか。    今日は、滴生舎や収蔵庫など、大変貴重なものを見せていただき、ありがとうございまし
た。我々にとって、浄法寺塗というと、やはり高いもの、という印象。器をどのように使う

か、イメージしにくい部分もある。こういう使い方ができますよ、というような、提案型の

スペースがあってもいいのかなと思う。高価なものを買いたくなるような。 

 

ご提案ありがとうございます参考にさせていただきたいと思います。今までは見せるほ

うにより気を使ってきましたので、使うほうについても検討をしていきます。 

 

浄法寺塗はやはりなかなか安くはできません。そこで、どうやって本物の良さを伝えて行

くのかというところが大事になると思います。簡単に値下げできないのが現状でありまし

て、それだけ価値のあるものだというところを伝える必要があるのですが、例えば滴生舎で

は漆器の修理を行うことなどをよく説明するなどして、いいものを長く大切に使うことに

ついてもＰＲしていかなければならないと思っています。 

 

浄法寺塗は、この世の食器で一番シンプルで美しいと思っている。海外向けのプロモーシ

ョンと同時に、カジュアルなものを売り出すという方法も考えられるのではないかと思う。 

 

今年４月から、日本の文化財の修復にはすべて国産漆を使うよう通知がありましたが、現

在は漆の供給体制を整えることが急務。どのぐらい漆が必要になるのかを把握し、それに対

してどういう体制で進めていくかについて検討しています。また、漆をつくる会社と、塗る

会社などの形作りなどについても検討をしており、将来に向かって供給を続けていくこと

が大事だということで、現在進めています。また、同時に漆器の良さなどについても、マス

メディアを通じてＰＲを続けているところです。 

  他にございませんか。なければ、次の議事に進みます。それでは議事の（２）、今年度の主要
施策について、でございます。去る３月 26日に開催いたしました、平成 29年度第２回推進委

員会において、平成 30年度の主要事業についてご説明いただいております。今回は、新しく部

長になられた方もおりますので、自己紹介とともに、今年度の重点事業を紹介していただきま

す。なお質疑につきましては、すべての部長の説明が終わってから、お願いします。  最初に、総務政策部、田中舘部長、お願いします。 

  （ 資料２のページ順に、田中舘部長以下各部長が説明 ） 

  ここまで各部の重要施策について説明いただきました。前回の委員会では、主要事業を全
体的に説明しておりますが、今回は中でも部で力を入れる事業などについて説明いただい

ております。全体的にご覧いただき、長葭委員さんはどのような印象を持たれましたか。 
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  非常に分かりやすい計画で、今回も良くかみくだいて教えていただいた。みんなの夢である、
未来をつくるまちを目指すため、天台寺、金田一温泉、九戸城が核になるということで、行政と

民間が連携しながら人材育成を行っていくとのこと。昨日の、小西美術工芸社との協定も拝見し

たが、日本文化の発信について、このような動きを今後も期待したいものだなと思っている。先

ほど、滴生舎や歴史民俗資料館などを見学させていただいたが、私は、浄法寺塗はむしろ安いと

思った。大事なのはＰＲのやり方。資料館を見学して思ったのは、何か大きいものの製作や展示

もできるといいなと感じた。また、九戸城周辺では、旧国道の中心商店街の活性化を併せて考え

ていかなければならないと思っている。 

  長葭委員からはご意見と言う形で頂戴しました。他に、ございませんか。オブザーバーの川上
さんは、いかがでしたか。 

 

ごみについては全国的な悩み。資料を見て「今やらなきゃ」という印象を持った。今後もがん

ばっていただきたい。これまでとこれからという部分については、まさにその通り。伝えるため

には工夫が必要で、子どもたちにキャンペーンに参加していただくという方法も考えられる。子

どもが一生懸命取り組むことで、ＰＲ効果は上がる。 

  私も、ごみの説明は分かりやすくて良かったと思う。子どもの意識はとても良い影響を及ぼ
す。他には、テロワール事業について、ハード事業とソフト事業があるとのことだが、具体的に

教えてほしい。 

  県が認定する「地域牽引事業計画」に、県内で４社選ばれました。うち１社が、当市にある㈱
南部美人です。ハード部分としては、生産体制の強化を見込んだ工場の拡充を行うこととしてお

り、そこに、ソフト事業を併せて行うことになっております。こちらは、「いわて型テロワール

プロジェクト推進事業」として、国の地方創生推進交付金を活用しながら、県内での取引、販売

額の増を目指したマーケティング調査などを行うこととしております。事業期間は平成３０年

度から３カ年となっております。 

  テロワールという言葉は、ワインが発祥の理念でございまして、これまでの地域資源を生かし
た事業をこの理念に照らし合わせて事業に取り組むこととしております。それが今回、事業内容

がよりはっきり見える形でお示ししたものでございます。 

  大事なのは、事業完了後にそれで終わり、にならないこと。インバウンドも含めた展開の仕方
を考えていかないといけない。 

  魅力あるものをもう一度活性化させるという考えのもと、この事業を機に発展させていかな
ければならないと考えておりますので、委員の皆さんにもどうぞよろしくご協力をお願いした

いと思います。 

  ありがとうございます。他に質問等がないようでしたら、これまでといたします。議事の
最後、その他になりますが、事務局から何かありますか。なければ、議事を終了いたします。

ご協力、ありがとうございました。 

  久慈委員長、ありがとうございました。それでは今年度第１回の二戸市総合計画推進委員会を
終了いたします。 

 

～～～ 閉会 午後５時２０分 ～～～ 

 


